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■
二
〇
二
二
年
度
修
士
論
文
要
旨

山
本
有
三
研
究

―
通
俗
小
説
の
構
成

―

張
　
蔡
粤
縁

し
た
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
主
人
公
行
介
の
足
の
病
に
関
す
る
叙
述

が
作
中
に
繰
り
返
し
現
れ
て
く
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
波
』
は
、
行
介
の

人
生
の
道
を
探
る
過
程
を
描
写
し
た
小
説
で
あ
り
、「
私
が
歩
い
て
来
た
方
向

は
決
し
て
誤
つ
て
は
ゐ
な
い
」
と
い
う
考
え
が
『
波
』
の
行
介
に
も
射
影
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

作
品
の
後
半
部
「
父
」
の
物
語
は
、
行
介
と
夫
人
と
の
、
進
の
教
育
方
針

を
め
ぐ
る
対
立
に
も
と
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
行
介
は
メ
デ
ィ
シ
ン
ボ
ー

ル
と
い
う
遊
戯
か
ら
、
子
ど
も
は
誰
か
の
も
の
で
は
な
く
、「
学
校
」「
人
類
」、

「
社
会
」
の
も
の
な
の
だ
と
い
う
思
想
を
得
る
。
行
介
の
足
の
病
は
、
こ
の
メ

デ
ィ
シ
ン
ボ
ー
ル
思
想
に
至
っ
た
後
に
治
り
始
め
る
。
父
と
し
て
の
苦
悩
か

ら
メ
デ
ィ
シ
ン
ボ
ー
ル
思
想
に
達
す
る
ま
で
の
経
緯
が
、『
波
』
と
い
う
作
品

の
展
開
の
下
地
を
な
す
。
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
の
は
、
山
本
が
、
精
神
と
意
識

と
い
う
内
的
な
成
長
を
重
要
視
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

続
い
て
は
、『
波
』
と
の
関
係
性
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
の
姉
妹
作
と
言
わ
れ

る
『
女
の
一
生
』
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
二
章
「『
女
の
一
生
』
に
お
け
る

偶
然
性
の
問
題
」
で
は
、
本
作
が
か
な
り
大
胆
に
「
偶
然
性
」
を
取
り
込
ん

だ
作
品
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
は
時
と
し
て
、
あ
ま

り
に
も
出
来
過
ぎ
に
見
え
る
。
だ
が
、
同
時
代
の
文
学
で
も
、
ご
都
合
主
義

的
な
偶
然
性
は
「
通
俗
小
説
」
の
条
件
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
の
ち
に

横
光
利
一
「
純
粋
小
説
論
」（『
改
造
』
一
九
三
五
年
四
月
）
で
も
問
題
視
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
作
中
の
再
会
の
場
面
に
注
目
し
、『
女

の
一
生
』
に
お
け
る
「
偶
然
性
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
、
ま
た
山

本
が
「
偶
然
性
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

山
本
は
現
実
性
の
あ
る
小
説
を
書
く
一
方
で
、
偶
然
性
を
も
現
実
性
を
構
成

す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た
。『
女
の
一
生
』
に
は
、
偶
然

　

本
論
文
は
山
本
有
三
の
長
篇
小
説
を
論
ず
る
。
第
一
章
は
、
山
本
が
戯
曲

家
か
ら
小
説
家
へ
と
転
身
す
る
境
目
と
な
っ
た
時
期
に
創
作
さ
れ
た
『
波
』

（『
東
京
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
八
・
七
・
二
〇
～
一
一
・
二
二
）
を
対
象

と
し
て
い
る
。
本
作
に
お
け
る
登
場
人
物
の
「
対
立
」
関
係
が
意
味
す
る
も

の
、
教
育
上
の
「
メ
デ
ィ
シ
ン
ボ
ー
ル
」
の
発
想
、
戯
曲
と
の
関
わ
り
な
ど

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
二
章
か
ら
第
五
章
は
、
そ
の
姉
妹
作
と
言
わ
れ
る

『
女
の
一
生
』（『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
二
・
一
〇
～
一
九
三
三
・
六
を
対
象
と

し
、
両
作
品
の
通
俗
小
説
と
し
て
の
個
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
作
に
関

し
て
は
と
く
に
筋
立
て
に
お
け
る
「
偶
然
」
の
要
素
に
着
目
し
、
昭
和
初
期

に
お
け
る
偶
然
性
論
と
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九

二
〇
年
代
以
来
定
着
し
た
通
俗
小
説
と
女
性
読
者
と
の
関
わ
り
合
い
を
論
じ

た
前
田
愛
『
近
代
読
者
の
誕
生
』
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
山
本
の
長
篇
の
通
俗

小
説
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

第
一
章
「『
波
』
論
」
で
は
、
戯
曲
か
ら
小
説
へ
の
転
換
期
に
創
作
さ
れ
た

『
波
』
を
め
ぐ
っ
て
分
析
を
行
っ
た
。
山
本
は
文
学
活
動
を
開
始
し
た
直
後
か

ら
「
闘
争
」
は
ド
ラ
マ
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
小
説
家
に
転
向
し
た
山
本
が

書
い
た
小
説
に
は
、
そ
の
戯
曲
的
な
特
徴
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
本
章
で
は
、『
波
』
に
認
め
ら
れ
る
戯
曲
的
性
格
に
着
目
し
、
作
中
で
描

き
出
さ
れ
た
人
物
間
の
対
立
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
に
つ
い
て
検
討
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性
を
通
俗
小
説
の
条
件
と
し
て
肯
定
的
に
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
『
女
の
一
生
』
に
お
け
る
「
偶
然
性
」
の
問
題
を
考
察
す
る

上
で
必
要
と
な
る
の
は
、
同
時
代
に
提
起
さ
れ
た
、
横
光
利
一
の
「
純
粋
小

説
論
」
と
、
そ
れ
が
触
発
し
た
偶
然
論
で
あ
る
。
本
論
は
そ
れ
ら
の
同
時
代

言
説
や
真
銅
正
宏
の
研
究
『
偶
然
の
日
本
文
学
』
を
踏
ま
え
、
本
作
に
お
け

る
「
偶
然
性
」
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
山
本
と
横
光
は
、

「
偶
然
」
に
対
し
て
共
通
し
た
認
識
を
持
っ
て
お
り
、「
偶
然
」
を
具
体
的
に

は
「
再
会
」「
遭
遇
」
と
い
う
小
説
の
構
成
要
素
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
通
俗

小
説
の
偶
然
性
を
全
般
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
作
の
特
質
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ヒ
ロ
イ
ン
允
子
の
成
長
に
応
じ
て
、『
女
の
一
生
』
は
異
な
る
三
つ
の
女
性

像
を
提
示
す
る
。
小
説
の
前
半
部
は
ヒ
ロ
イ
ン
允
子
の
結
婚
、
妊
娠
及
び
堕

胎
、
女
性
の
職
業
な
ど
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
、
中
盤
は
主
に
主
人

公
夫
婦
の
息
子
允
男
の
教
育
方
針
を
め
ぐ
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
後
半
で
は
、
左
翼
思
想
に
染
ま
っ
た
允
男
が
作
品
の
中
心
に
据
え
ら
れ

る
。
本
論
文
は
こ
の
よ
う
に
、
恋
愛
小
説
（
前
半
）、
家
庭
小
説
（
中
盤
）、

社
会
小
説
（
後
半
）
と
い
う
三
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
長
篇
通
俗

小
説
と
し
て
本
作
を
捉
え
直
し
た
。

　

第
三
章
「『
女
の
一
生
』
前
半
部
の
考
察
―
恋
愛
小
説
の
諸
問
題
」
で
は
、

主
人
公
允
子
の
人
物
像
、
小
説
の
背
景
と
な
る
時
代
に
お
い
て
の
女
医
に
対

す
る
受
容
状
況
、
家
庭
教
育
理
念
を
問
題
視
と
し
て
考
察
を
行
っ
た
。
旧
式

の
見
合
い
結
婚
を
拒
否
し
、
医
業
と
い
う
職
を
身
に
つ
け
る
允
子
が
「
新
し

い
女
」
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
『
青
鞜
』
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
恋
愛
観
・

結
婚
観
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
四
章
「『
女
の
一
生
』
中
後
半
部
の
考
察
―
家
庭
小
説
か
ら
社
会
小
説

へ
」
で
は
、
允
子
と
公
荘
の
結
婚
後
の
生
活
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
『
女
の
一
生
』
の
中
盤
を
考
察
す
る
。
女
医
の
誕
生
、
歴
史
に
関
す
る
資

料
を
参
考
し
、
小
説
の
背
景
と
な
る
時
代
に
お
い
て
の
女
医
の
実
相
を
確
か

め
た
。
女
医
は
理
想
な
儲
け
が
あ
る
職
業
と
さ
れ
る
が
、
現
実
に
は
、
そ
れ

ほ
ど
経
済
的
に
裕
福
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
小
説
に
も

現
れ
て
い
る
。
医
療
制
度
の
不
備
ゆ
え
に
、
不
法
堕
胎
、
誤
診
な
ど
医
療
事

故
が
起
こ
り
、
允
子
を
窮
境
に
陥
ら
せ
る
。
女
医
、
私
立
病
院
、
医
療
事
故

な
ど
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
山
本
有
三
の
社
会
事
情
の
問
題
点
に
対
す
る
強
い

関
心
を
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
。
次
に
、
小
説
中
に
現
れ
る
教
育
理
念
と

大
正
期
の
自
由
主
義
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

終
章
で
は
、
今
後
の
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。
息
子
允
男
は
ハ
イ
ネ
の
急

進
的
思
想
に
共
鳴
す
る
学
生
で
あ
る
。
早
川
正
信
は
、
作
品
に
引
用
さ
れ
た

ハ
イ
ネ
の
詩
の
翻
訳
は
高
橋
健
二
訳
を
参
考
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
高
橋
は
山
本
の
全
集
月
報
に
も
文
章
を
寄
稿
し
て
お
り
、
東
大
独
文

科
の
後
輩
と
し
て
山
本
と
繋
が
り
を
も
っ
て
い
た
。
允
男
の
ハ
イ
ネ
受
容
を

考
察
す
る
う
え
で
示
唆
的
な
の
は
、
同
じ
く
東
大
独
文
科
出
身
の
中
野
重
治

『
ハ
イ
ネ
の
橋
』
で
あ
る
。
後
半
部
で
は
、
允
男
は
学
生
運
動
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
る
。
学
生
運
動
に
つ
い
て
は
、
概
ね
息
子
を
心
配
す
る
母
親
と
し
て

の
允
子
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。

　

作
品
中
、
政
治
的
な
叙
述
を
回
避
し
た
と
こ
ろ
に
は
、
当
時
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
に
お
い
て
の
官
憲
の
弾
圧
を
回
避
す
る
山
本
の
姿
勢
が
窺
え
よ
う
。

文
学
上
の
政
治
的
制
限
を
踏
ま
え
つ
つ
、
社
会
小
説
と
し
て
の
性
格
を
備
え

た
本
作
後
半
部
を
考
察
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
ち
ょ
う　

さ
い
え
つ
え
ん
）


